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各ニュースサイトの 
ネタ選定方法を解説！ 

第弐章～part５～ 



【推奨環境】 
このレポート上に書かれている URL はクリックできます。  

できない場合は最新の AdobeReader をダウンロードしてください。  

(無料) http://www.adobe.co.jp/products/acrobat/readstep2.html  

◆著作権について 当レポートは、著作権法で保護されている著作物です。  

使用に関しましては、以下の点にご注意ください。 
◇レポートの著作権は、作者にあります。作者の書面による事前許可なく、本レポートの一
部、 または全部をインターネット上に公開すること、およびオークションサイトなどで転売
するこ とを禁じます。  

◇本レポートの一部、または全部をあらゆるデータ蓄積手段(印刷物、電子ファイル、ビデ
オ、 DVD、およびその他電子メディアなど)により複製、流用および転載することを禁じま
す。  

◆使用許諾契約書  

本契約は、レポートダウンロードした法人・個人(以下、甲とする)と作者(以下、乙とする)
との 間 
で合意した契約です。本レポートを甲が受けとることで、甲はこの契約は成立します。  

第 1 条(目的)本契約は、本レポートに含まれる情報を、本契約に基づき、甲が非独占的に使
用す る権利を承諾するものです。  

第 2 条(第三者への公開の禁止)本レポートに含まれる情報は、著作権法によって保護されて
いま す。また、本レポートの内容は、秘匿性の高い内容であり、甲はその情報を乙との書
面による事 前許可を得ずにいかなる第三者にも公開することを禁じます。  

第 3 条(損害賠償)甲が本契約の第 2 条の規定に違反した場合、本契約の解除に関わらず、
甲は乙 に対し、違約金として、違反件数と金壱萬円を乗じた価格の 10 倍の金額を支払うも
のとします。  

第 4 条(その他) 当レポートに沿って実行、期待通りの効果を得ることができず、万一如何
なる損 益が生じた場合でも、乙は甲に対して責任を負わないものとする。 
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ネタ選定の流れ 
▪ アクセスを集めるために、最重要なのが『ネタ』です。 

ネタ選定を間違えるとその時点で、アウト！！ 

どんなに良いキーワードを選んでも、どんなに良いタイトルをつけても、
どんなに良い文章を書いても、ネタ選定に失敗するとほぼほぼアクセス
を集めることができないんです！ 

それにネタ選定は１００％正しい答えがないというのも難しいんですよ
ね笑 

たとえ僕が 

「このネタでアクセスきますよ！」 

とコンサル生に教えても、アクセスが全然来ない時もありますし、 

コンサル生がネタ選定して書いた記事を僕が確認した時に 

「これはアクセス来ないかもね」 

と言ったけどアクセスが来たりとか。 

(Copyright(C) アキラ All Right Reserved.) �/354



３年以上トレンドブログを研究してきた僕も１００％正しいネタ選定が
できるわけではないし、コンサル生やあなたも１００％間違っているネ
タ選定をすることはありません。 

だけど、僕は長年研究してきた実績や経験があるので、もちろん初心者
やある程度慣れてきている人たちに比べれば、断然アクセスを集めるネ
タを見極めることが可能です。 

要は、比率の問題で、記事を書いてどれだけの確率で多くのアク
セスを集めることができるかが重要なんです♪ 

目標としては、５割の確率で多くのアクセスを集めるネタ（爆発ネタ）
を見極めることができれば最高ですね。 

ちなみに、僕が参加している『ゆーいちさん』のコミュニティには７割
の確率でアクセス爆発を起こしているツワモノもいます。 

本当にすごい！( ´∀｀) 
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▪ さてネタ選定の流れですが、簡単に、 

①ニュースサイトを見る。 

②めぼしい記事を見つける。 

③記事内容を読む←重要！！ 

④「気になる！」を探す。 

無かったらまた①もしくは②に戻る。 

ニュースサイトからネタ選定している人であれば、①と②はもちろん行っ
ているはず。 

しかし、 

『めぼしいと思った記事』＝『アクセスの集まる記事』 

というわけではありません。 

これを勘違いしている人が意外と多いんですよね。 

２０１２年～２０１５年くらいまでなら、自分がいいなって思ったネタ
で記事を書けば、案外簡単に１０万円程度なら稼ぐことができました。 

だけど、『ネタ選定』も時代とともに、考え方が変わってきているんで
す。 

今は、頭を使わずにネタを選んでもアクセスを集めることはできません。
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▪ ２０１６年以降は僕たちブロガーも考えなければアクセスを集めるこ

とが難しくなってきました。 

理由は簡単で、トレンドブログに取り組む人が急激に増えてきたこと、 

そして僕のようにトレンドブログで稼ぐための 

『ノウハウ＋知識＋使い方』 

を教えてくれる人も多くなってきているからです。 

～２０１４年くらいまでは『ノウハウ』だけで稼ぐことができました。 

～２０１６年くらいまでは『ノウハウ＋知識』だけで稼ぐことができま
した。 

だけど２０１７年以降は『ノウハウ＋知識＋使い方』が揃っていないと
稼げないんです。 

要は、今現在ではだれかから『ノウハウ＋知識＋使い方』を教えてもら
わなければまず稼げないんです。 

だけど、残念なことに『ノウハウ＋知識』を教えてくれる指導者はたく
さんいますが『使い方』までを教えてくれる指導者は非常に少ないです。

な・の・で！！ 

僕がこのマニュアルでその全てをあなたに伝授しちゃいます！！ 

期待して、この先を読み進めていただければと思います。 
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特に【第參章】と【第肆章】では他の方々の無料マニュアルではまず載っ
ていない情報なんかも載せています。 

『その辺の有料マニュアル』を圧倒的に凌駕していますし、 

『有用な有料マニュアル』よりも高いクオリティだと自負しているので
楽しみにしていただければと思います♪ 
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アクセスを集めるネタ選定
の考え方 

▪ ニュースサイトなどのアクセスを集めるネタの特徴は 

『昨日まで無名だったけど、今日有名になった人や物など』 

『気になる事や疑問』 

が、多くのアクセスを集めるネタです。 

こういったネタは、昨日までは検索されることのなかったネタなので、
Googleの検索結果にも、そのネタに関する記事はほとんどありません。 

つまり『需要ゼロ。供給ゼロ』っていう状態。 

だけど、そんなネタが突然話題になった場合、 

『需要＞＞＞＞＞供給』 

こんな状態になっちゃいます。 

この状態は本当に理想的な形です。 

話題になっているのに、そのネタに対する答えを書いている記事はほと
んどないので、記事を書いちゃえば、たくさんアクセスを集めることが
できます。 
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なので、最初はこういったネタを見つけることができるようになるのが
目標ですね！ 

だけど、『昨日まで無名だったけど、今日有名になった人や物など』 

みたいなネタって運の要素が強いのでなかなか見つけるのが難しいし、
見逃してしまう可能性もあります！！ 

しか～～～し！！ 

心配はいりません。 

見つけるのが難しくても、見逃すことをしなければ良いんです！ 

ネタ選定をするのが苦手な人は、アクセスを集めるネタに遭遇しても見
逃してしまうことがほとんど！ 

だから、そういったネタを見逃さないためにも、 

いくつか僕が普段どのようにして『ネタ選定』をしているのかをご紹介
していきます。 

ポイントは『客観視』する事！！ 

ネタ選定後の、『キーワードの選び方』や『タイトルの決定』などは、
別マニュアルで解説しているので、そちらを参考にしてくださいね！ 
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①ニュースサイトからネタ選定 
▪ まず最初はヤフーニュースでネタ選定してみよう！！ 

▪ この中に良いなと思った記事があるんですが、わかりますか？ 

僕の場合『東海大相模　大型新人が場外弾』に目をつけました。 

実際に、記事の内容を見てみましょう。 
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▪ この記事の中に『気になる』や『疑問』を見つけることができまし

たか？ 

この場合、ほとんどの人は 

「１年生ながら４番を任された西川僚祐って誰だ！？」 
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という疑問を思い浮かべると判断しました。 

これってつまり、 

『昨日まで無名だったけど、今日有名になった人や物など』 

のネタですね！ 

これ、間違いなくアクセスを集めます。 

この時点での話ですが、東海大相模って甲子園常連校だし、実際にこの
年に甲子園に出場したら、相当多くのアクセスを集めるのは確実！ 

甲子園ネタは、本当にアクセスを集めますし、いつの時代もライバルが
多くないので、野球好きの方や挑戦することができる人は、 

ぜひ甲子園前の予選から記事を仕込んでみてくださいね！ 
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▪ 次はこちら。 

▪ これもヤフーニュースですが、アクセスランキングからひとつ 

『気になる』記事を発見しました。 

『”仲良し”夫婦に何が・・・「妻の遺体を実家に埋めた」３６歳銀行員
を逮捕』 
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▪ でも、タイトルだけではユーザーの『気になる』を発見することがで

きないので、実際に記事の内容を見てみましょう！ 
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▪ ものすごく悲しい事件です。 

この記事を発見した当初は、まだこの事件の真相は明らかになっていま
せん。 
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つまりは、 

「どうして旦那は妻を埋めたのか」 

についての理由は明らかになっていないということ。 

この『疑問』は、間違いなく多くのユーザーが気になることです。 

これに対する答えを書くことができれば、多くのアクセスを集めること
が可能です。 

✔ポイント 

▪ 『真相』とか『理由』とかが明らかになっていない場合の記事を書

く際、結局僕たちもその真相はわかりません。 

その場合、自分の考察を交えて記事を書くこと。 

でも注意して欲しいのが、こういった事件系のネタを書く際はその事件
を『肯定』するような内容で書くようなことはNG！！ 

それと困った時は、ツイッターなどのSNSの意見を参考にするのもあり
です！ 
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注意：事件系のネタは多くのアクセスを集めることが可能ですが、
Googleのペナルティに引っかかってしまう内容の場合は、記事投稿後１
週間以内には削除するようにしましょう。 

▪ 次はLINEニュースから！ 
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▪ 良いネタが２つもありますね！ 

どれか分かりましたか？ 

僕が目をつけたのは 

『紅蘭が第１子妊娠』 

『有田哲平、朝ドラ初出演決定』 

のニュース！ 

▪ 『紅蘭が第１子妊娠』はタイトルだけで、『気になる』が満載です。 

「予定日はいつなのか？」 

「名前はどうするのか？」 

「結婚してたっけ？」 

「相手は誰だろう？」 

「芸能活動はどうするの？」 

とか、いろいろな疑問が浮かんできますね。 

なので、これらについての答えを書いてあげれば良いわけです。 
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▪ さらに実際に記事の内容を見てみると、 

▪ ラッパーのRYKEYという方と交際しているようですが、まだ結婚は

していない。 

授かり婚ってやつですね♪ 
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記事を読んだ事で、 

「結婚はいつだろう？」 

「てかRYKEYって誰？」 

というような疑問がさらに増えました♪ 

このネタだけでも結構記事が書けちゃいますよね！ 

ニュースを見たときに、 

「いや別に私は気にならないし・・・」 

みたいな感覚でネタを探していると、まず良いネタは見つかりません。 

先に言いましたが、ポイントは『客観視』する事。 

これまでのネタ選定も全て『客観視』した事で『疑問』『気になる』を
見つけてきました。 

ぶっちゃけてしまいますが、僕は別にこれらのニュースにすごく関心が
あるというわけではありません。 
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甲子園も事件も妊娠も、めちゃくちゃ気になる！！！という気持ちでネ
タを見つけたわけではなく、 

「このニュースを見た人は何が気になるだろう？」 

と『客観視』した事で、アクセスが来そうなネタを選んでいます。 

あなたが気にならなくても、他の誰かが気になっている事を忘れないで
くださいね！ 
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▪ 次は、『有田哲平、朝ドラ初出演決定』のニュースについて。 

▪ これは良いネタですね。 

この時、まだ有田哲平さんはドラマに出演していません。 
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そして「有田さんでなければならなかった、理由、があります」という
コメント。 

これはモロ『気になる』ネタですね！ 

「どんな理由なんだ！」 

と、必ず疑問を持って検索する人が現れます。 

それに、朝ドラの視聴者は多いので、有田哲平さんが出演するまでは結
構アクセスを集めそうですね！ 

▪ 次はライブドアニュースから！ 
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▪ 結構いいネタが転がっていますね。 

基本的に、ニュースサイトを開けば１つ以上はアクセスを集めることの
できるネタは転がっています。 

なんども言いますが、それをどう見極めていくのかが重要！！ 

できる限り、見落とさないようにユーザー目線、つまりは『客観視』で
考えるようにしましょう♪ 

この時、僕が「アクセス来るかも！」と思ったネタは、 

『夫が車で男性はね、妻が身代わり』 

『さんま「ゴチ」参戦で視聴率上昇』 

以上の２つが気になりました。 

それではそれぞれ解説していきます。 
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▪ 『夫が車で男性はね、妻が身代わり』 

▪ タイトルから見ても、 

「ああ、夫が人を轢いちゃったから、妻が代わりに出頭したんだな」 

と内容がはっきりとわかりますね。 

ではユーザーはこのニュースを見てどんな事を『気になる』でしょう？ 

「どうして妻は身代わりになったのか？」 

と、ユーザーが気になるのが予想できますね。 
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これに対する答えを書いてあげらばいいわけです。 

▪ 『さんま「ゴチ」参戦で視聴率上昇』 

▪ このネタはニュースになる前に書けるとよかったですね。 

「番組では、さんまの財布が初公開された」 
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とあります。 

番組で流れてすぐに書くことができたら、１万アクセスは固かったでしょ
う。 

「さんま　財布　ブランド」 

このニュースが掲載されてからすぐに上記のキーワードの組み合わせで
検索しても、ライバルが一人しかいなかったし、記事の内容も褒められ
る品質ではありませんでした。 

それにアイテム系の記事は『楽天』を絡めることで、爆発的な収益も期
待できます。 

なので、このネタに目をつけた人は１万円くらいなら軽く稼げたかもし
れなかったのですが、残念ながら『楽天』を絡めていなかったでね。 

非常に勿体無い！！！ 

『楽天』を絡める方法は中上級者向けの内容ですが、【第肆章】にてそ
の全容をご用意しました。 

ぜひ参考にしてくださいね！ 
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②Yahoo!テレビ番組表からのネタ選定 
▪ 【第弐章～Part4～初期ブログのネタ選定で絶対に必要なこと！】で

も紹介しましたが、『テレビネタ』はネタの宝庫です。 

理由は簡単で、テレビは放送されなければ話題にならないしニュースサ
イトにも掲載されないからです。 

なので、テレビの放送中もしくは、放送終了後に話題になりそうな内容
の記事を書くことができれば、多くのアクセスを集めることが可能！！ 

もっと言えば、テレビで放送される前に記事を書くことができれば最強っ
てことです。 
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それを可能にしてくれるのが、『Yahoo!テレビ番組表』です。 

▪ テレビで放送される前から、ある程度の内容を確認することができ

ます。 

予告動画がある番組もあるので、そこからネタを引っ張ってこれるので、
ものすごく便利です。 

特にゴールデンタイムが視聴率が高く多くのアクセスを集められるので、
この辺りをメインに狙ってもいいし、ライバルの少ないお昼の番組を狙
うのも全然ありです。 

▪ 僕がこの画像から目をつけた番組は『爆報！THE フライデー』 
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▪ 『ヒロミの相方・B21スペシャルのミスターちんは今… 』というの

が気になりましたね。 

このネタは、 

『昨日まで無名だったけど、今日有名になった人や物など』 

になる可能性が高かったからです。 

『ミスターちん』を検索窓に入力すると以下のようにたくさん関連キー
ワードが表示されました。 

 

▪ これらについての記事を書くことで、放送終了後にアクセスを集める

ことができたでしょう。 

ただ、この関連キーワードの内容を全て番組で語られてしまった場合は、
アクセスが集まらないので注意！！ 
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でも、記事を書くこと自体が重要なので、アクセスが集まらなくても落
ち込まないように！！ 

▪ また上記の画像の時間帯からですが、 

『沸騰ワード１０』からも『気になる』を発見しました！ 
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▪ 気になったキーワードは２つ。 

『タダグルメハンター』と『３秒美人』 

この『３秒美人』を検索してみると、 

こんな感じで、結構たくさんの人がいるんですよね。 

それぞれの人について書いちゃえば放送終了後に結構なアクセスを集め
ることができたでしょう。 

『昨日までは忘れられてたけど、掘り返されて話題になる人』 

って感じですね。 

こういうネタもアクセスを集めることができるので、ぜひ狙って見てく
ださい。 
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▪ 次に『タダグルメハンター』について。 

この番組が初取材ということで、番組放送終了後もある程度の話題があ
るので、まず間違いなくアクセスを集められます。 

放送前に調べて見ましたが、ライバルはゼロ。 

アクセスが集まるかも知れないネタがライバルゼロなので、こういった
ネタは迷わずに書いてしまいましょう！！ 

▪ さてさて、様々なパターンのネタ選定をご紹介して行きましたが、参

考になったでしょうか？ 

あくまでもこの時のネタ選定の考え方なので、これから全く同じネタが
現れることはありません。 

ですが、似たようなシチュエーションがあれば、同じような考え方でネ
タにして行きましょう！ 

▪ ちなみに、アクセスを集めるネタ選定をさらに踏み込んだ内容が、 

【第參章～part4～アクセス爆発の秘伝書】 

【第參章～part5～爆発事例集！１記事で５０００円以上稼いだ裏側】 

にて掲載しているので、必ず読んでくださいね！ 

(Copyright(C) アキラ All Right Reserved.) � /3534



作成者：アキラ 

連絡先：info@akira-ogura.com 

公式ブログ：http://akira-ogura.com 

(Copyright(C) アキラ All Right Reserved.) � /3535

mailto:info@akira-ogura.com
http://akira-ogura.com

